
〇
除
夜
の
鐘
・
元
旦
会

２
０
２
2
年
１
２
月
３
１
日
（
土
）

午
後
１
１
時
頃

～

小
ぶ
り
の
鐘
を
叩
き
ま
す
。
午
前
０
時
を
過
ぎ
た
ら
、
正
信
偈
の
お
勤
め

〇
西
覚
寺
初
詣
（
新
春
法
話
会
）

2
0
2
３
年
1
月
２
日
（
月
）

午
前
十
一
時
～

初
詣
は
西
覚
寺
に
も
。
新
年
を
迎
え
て
初
め
て
の
正
信
偈
を
ご
一
緒
に

〇
春
季
彼
岸
会

３
月
１
８
日
（
土
）

午
後
１
時
半
～

落
語
は
一
旦
お
休
み
。
若
手
の
布
教
使
さ
ん
を
お
呼
び
す
る
予
定
で
す
。

〇
親
鸞
聖
人
御
誕
生
8
0
0
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
記
念
法
要

4
月
２
５
日
（
火
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

井
上
見
淳

師
（
本
願
寺
派
司
教
・
龍
谷
大
学
教
授
）

〇
花
ま
つ
り
（
お
釈
迦
様
の
お
誕
生
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
）

５
月
２
７
日
（
土
）

午
前
１
０
時
～
午
後
４
時
頃

お
子
様
・
お
孫
様
連
れ
で
お
参
り
下
さ
い
。

〇
初
参
式
並
び
に
小
学
校
入
学
祝
い
の
会

６
月
４
日
（
日
）

午
後
２
時
～

お
子
様
・
お
孫
様
の
お
誕
生
や
小
学
校
へ
の
入
学
な
ど
、
そ
の
節
目
に

ご
家
族
一
緒
に
阿
弥
陀
さ
ま
に
お
参
り
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

〇
盂
蘭
盆
会
・
物
故
者
追
悼
法
要

７
月
１
５
日
（
土
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

加
藤
学

師
（
三
重
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
）

※
午
後
の
物
故
者
追
悼
法
要
は
、
２
０
２
２
年
６
月
以
降
に
御
往
生
さ
れ

た
方
を
対
象
に
勤
ま
り
ま
す
。
ご
家
族
の
方
は
ど
う
ぞ
お
参
り
下
さ
い
。

〇
秋
季
彼
岸
会

9
月
2
6
日
（
火
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

三
井
求

（
西
覚
寺
住
職
）

〇
報
恩
講
法
要

１
１
月
２
６
日
（
日
）

午
前
１
０
時
半
～
・
午
後
１
時
半
～

法
話

松
林
尚
真

師
（
滋
賀
県
・
本
願
寺
派
布
教
使
）
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報
恩
講
法
要
の
ご
案
内

●

日
に
ち

十
一
月
二
十
七
日
（
日
）

●

午
前
の
部

午
前
十
時
半

～

正
午
頃

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
偈
六
首
引
き
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
下
巻
六
・
七
段
）
・
ご
法
話

※
感
染
症
対
策
の
た
め
「
お
斎
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

午
後
の
部

午
後
一
時
半
～
午
後
三
時
頃
（
休
憩
あ
り
）

内
容

・
お
勤
め
（
正
信
念
仏
偈
作
法
第
二
種
）

・
御
伝
鈔
拝
読
（
下
巻
六
・
七
段
）
・
ご
法
話

●

布
教
使

佐
々
木

隆
晃

師
（
相
愛
大
学
）

佐
々
木
先
生
は
、
住
職
が
中
央
仏
教
学
院
で

お
世
話
に
な
っ
た
、
優
し
い
先
生
で
す
。

三
年
前
の
報
恩
講
で
も
ご
法
話
を
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●

持
ち
物

不
織
布
マ
ス
ク
着
用
の
上
、
御
参
拝
下
さ
い

お
念
珠
、
門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）
、

御
仏
前
（
受
付
に
お
渡
し
下
さ
い
）

☆

報
恩
講
に
お
参
り
下
さ
っ
た
皆
様
に
、
本
願
寺
発
行
の

「
2
0
2
３
年
法
語
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
お
配
り
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
感
染
症
対
策
を
講
じ
て
勤
修
致
し
ま
す
。

換
気
も
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
必
ず
暖
か
い
服
を

着
て
御
参
拝
下
さ
い
。

２
０
２
３
年

年
間
法
要
予
定
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安
城
市
朝
日
町
１
２
‐
８

☎

０
５
６
６
‐
７
６
‐
３
５
９
４

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

西
覚
寺

◆

住
職
の
一
言
コ
ー
ナ
ー

◆

最
近
、
皆
様
の
ご
自
宅
へ
お
参
り
さ

せ
て
頂
く
中
で
、
た
ま
に
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
お
仏
壇
の
脇

や
ま
わ
り
に
使
わ
れ
な
い
ま
ま
積
ま
れ

た
お
線
香
の
箱
た
ち
で
す
。

そ
の
う
ち
使
う
だ
ろ
う
、
あ
っ
て
も

困
る
こ
と
は
な
い
し
、
と
い
う
こ
と
で
、

い
つ
か
の
た
め
に
取
っ
て
お
か
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

た
だ
、
毎
日
欠
か
さ
ず
線
香
を
お
供

え
し
て
も
、
一
日
１
本
や
２
本
の
消
費

で
は
、
な
か
な
か
使
い
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

お
線
香
も
湿
気
を
吸
っ
た
り
す
れ
ば

香
り
も
変
わ
り
ま
す
し
、
湿
気
が
ひ
ど

け
れ
ば
カ
ビ
ま
す
。
そ
う
な
っ
て
し
ま

う
と
、
大
変
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

も
し
、
「
ご
自
宅
で
使
う
量
よ
り
も

多
く
の
お
線
香
が
し
ま
わ
れ
た
ま
ま

だ
」
、
「
こ
の
ま
ま
だ
と
到
底
全
部
は

使
い
よ
う
が
な
い
」
、
「
だ
か
ら
と

い
っ
て
捨
て
る
の
は
し
の
び
な
い
」
、

な
ど
の
お
線
香
た
ち
が
ご
自
宅
に
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
寺
に
寄
付
し
て
く

だ
さ
い
。
お
寺
は
お
線
香
を
た
く
さ
ん

使
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
あ
っ
て
も
何
も

困
り
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
よ
か
っ
た
ら
ぜ
ひ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
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除
夜
の
鐘
・
元
旦
会

●

日
に
ち

十
二
月
三
十
一
日
（
土
）

●

時
間

鐘
つ
き
は
、
午
後
十
一
時
頃
か
ら

日
付
変
わ
っ
た
ら

正
信
偈
の
お
勤
め
を
し
ま
す
。

〇

持
ち
物

不
織
布
マ
ス
ク
着
用
の
上
、

御
参
拝
下
さ
い

お
念
珠
、
門
徒
式
章
（
お
持
ち
の
方
）

☆

甘
酒
と
お
酒
を
用
意
し
て
お
待
ち
し
て
ま
す
。

み
な
さ
ま
、
暖
か
い
服
装
で
御
参
拝
下
さ
い
。

※

ご
存
知
の
通
り
、
西
覚
寺
に
は

大
き
な
鐘
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

実
は
、
小
さ
な
鐘
な
ら
あ
る
ん
で
す
。

そ
れ
を
た
た
い
て
も
ら
い
ま
す
。

西
覚
寺
初
詣
・
新
春
法
話
会

み
な
さ
ん
、

西
覚
寺
へ
も
初
詣
に

来
て
欲
し
い
で
す
。

●

日
に
ち

一
月
二
日
（
月
）

●

時
間

午
前
十
一
時
～
正
午

正
信
偈
の
お
勤
め

法
話

〇

持
ち
物

不
織
布
マ
ス
ク
着
用

お
念
珠

門
徒
式
章

（
お
持
ち
の
方
）

☆

大
晦
日
の
夜
は
危
な
い
し

お
参
り
に
行
け
な
い
な
ぁ
、

と
い
う
方
！

一
月
二
日
に

甘
酒
や
お
菓
子
、
お
酒
を

用
意
し
て

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
、

お
寺
へ
も
‼

初
詣
に
‼

来
て
下
さ
い

❕

み
な
さ
ま
、
暖
か
い
服
装
で

御
参
拝
下
さ
い
。
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